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令和２年度 非核都市宣言平和事業実行委員会 

 第６回議事録（要旨） 

 

日 時：12月 17日（木）午後６：15～ 

会 場：かたらいの道市民スペース 

出席者：委員 11 名（中里委員長、小餅副委員長、牛田委員、大上委員、北山委員、後

藤委員、佐藤委員、島津委員、田村委員、寺尾委員、元田委員） 

事務局 ３名 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）平和の日イベントの振り返り【資料１】 

・事務局より平和の日イベントのアンケート結果について説明。 

【委 員】昨年の会場とは異なり、客席を上から見ることができた。メモを取って熱心

に聞いている方が多かった。10 年前の参加者の年齢分布やこれまでの推移

がわかれば知りたい。 

【事務局】次回会議までに用意して推移がわかるようにしたい。 

【委 員】内容がわかりやすかった。 

【委 員】アンケートにも書いてあるが、イベントが終わってすぐに「次は加藤陽子さ

んをお願いします」と言われた。 

【委 員】講演の中で加害者側の視点という話があった。アンケートの自由記述にも書

かれている。今後、このようなイベントで加害者側の視点を扱う場合、どの

ようなアプローチになるのかが気になる。難しいテーマだと思う。 

 

（２）研修会について【資料２】 

・事務局より研修会について説明。 

【委 員】平和の日イベントに来た方でも武蔵野市平和の日について知らない方が多い

ことがわかった。今回の研修は市職員にも参加してほしい。コミ研連で行政

との協働が議題に上がったことがある。良い試みだと思う。 

【委 員】職員は参加できる時間か。 

【事務局】自主参加なので超過勤務手当はつかない。研修担当課には実施したい旨を伝

えた。 

【委 員】ぜひ職員にも参加して欲しい。 

【委 員】戦争体験を語ってもらいたい。どのようなテーマの研修になるのか。 

【事務局】職員に対しては、毎日仕事をしている場所で過去に何があったのかを知って

もらいたいと考えている。具体的な内容については、実行委員会でご了解い

ただいてから皆様と決めていきたい。 

【委 員】様々な部署の職員に参加してほしいが、特に子どもに関わる学校の人に足を

運んでいただけたらと思う。 

【委 員】811会議室の定員はどのくらいか。 

【事務局】100人以上入る。 
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【委 員】定員の半分までとして 50 人が参加できる。実行委員が 20 名弱、市職員は

30人程度と考えて、身体的距離が取れるようにしてほしい。 

【事務局】市役所の中で最も広い会議室を使う。身体的距離を取れるように気を付けな

がら実施する。 

【委 員】市職員含め多くの方に参加してほしい。 

【副委員長】戦争体験談をお話しいただけるか。 

【委員長】可能。 

【委 員】体験談を話しているとつい力が入る。 

【委 員】時間はどれくらいか。 

【委 員】90分間程度と考えている。 

【副委員長】職員の参加は可能として良いか。 

→賛同。 

【事務局】実行委員会と市の共催でよろしいか。アイデアがあれば１月８日までにいた

だきたい。 

 

（３）令和３年度憲法月間記念行事について【資料３－１、資料３－２】 

・事務局より作品募集の概要および講師案について説明。 

【事務局】今回は頭出しとして、次回会議で決定したい。 

【副委員長】次回までに絵手紙のテーマと講師案を各自考えていただきたい。 

 

（４）平和・憲法手帳（第二版）について【資料４】 

・事務局より平和・憲法手帳（第二版）について説明。 

【委 員】本日ご説明いただいたところのほか、今までに出た意見は反映されるのか。 

【事務局】今回資料に掲載されているもの以外は反映される予定。 

 

（５）その他 

・事務局より青少年平和交流派遣事業の代替事業について報告。 

【事務局】新型コロナウイルス感染拡大の影響により、長崎市主催の青少年ピースフォ

ーラムが中止になったため、本市の青少年平和交流派遣事業も中止になった。

その後、長崎市より青少年ピースフォーラムのオンライン開催が通知された

ため、急遽、大学生の実行委員や過去の青少年平和交流派遣団参加者に打診

し、参加していただいた。実行委員会との共催事業ではないが、令和３年度

に発行する令和２年度平和事業の記録に掲載したい。 

 

・委員より吉祥寺東コミュニティセンターにおけるイベントについて報告。 

【委 員】11月 26日に吉祥寺東コミュニティセンターで平和事業について話した。感

想を聞いたところ、子どもの頃に戦争について聞いた話がつながったと言っ

ていただけた。また、若年層の参加を待つのではなく、自ら行った方が良い

とも言われた。子どもを戦争に行かせたくない気持ちは誰もが同じなので、

そこに訴える。非核をわかりやすく説明した方が良い、戦争じゃなくても理

不尽に亡くなることは平和ではないなど、様々な意見をいただいた。 

【委 員】戦争体験の話をすると、保護者世代でも爆撃の話はわからないと言う。わか
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りやすく伝えていきたい。 

 

・次回の委員会は、１月 21日（木）午後６時 15分～ かたらいの道市民スペースで開

催する。 

 

３ 閉会 


